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記

1．連結業績予想の修正

（1）2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績予想の修正（2025年4月1日～2025年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

1株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

95,000 2,300 2,800 2,000 56.51

97,300 3,700 4,600 2,600 76.75

2,300 1,400 1,800 600

2.4% 60.9% 64.3% 30.0%

93,522 3,489 3,428 8,725 236.59

（2）2026年3月期通期の連結業績予想の修正（2025年4月1日～2026年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

193,000 7,000 7,000 5,000 141.28

194,000 7,700 8,200 5,400 159.39

1,000 700 1,200 400

0.5% 10.0% 17.1% 8.0%

201,216 9,763 9,705 18,619 510.64

2．連結業績予想の修正の理由

(注）

以  上

増減率（％）

（ご参考）前期実績
（2025年3月期）

前回発表予想(Ａ)
（2025年5月13日 発表）

今回修正予想(Ｂ)

増減額(Ｂ－Ａ)

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想につきましては、前回（2025年5月13日）発表との比較において、第2四半期（中間期）、通期ともに上方修正して
います。
　売上高および営業利益については、全体で増収増益となる見込みです。ロックドリル部門では、油圧クローラドリルおよび
トンネルドリルジャンボ本体の出荷減により、減収となりますが、利益率の改善により、増益となる見込みです。ユニック部
門では、ユニッククレーンの出荷減により、減収減益となる見込みです。金属部門では、金属価格が当初想定を上回ることか
ら、増収となり、営業損失は縮小する見込みです。電子部門では、窒化アルミセラミックスおよびコイルの売上げの減少によ
り、減収となる見込みです。化成品部門では、亜酸化銅の販売数量が増加し、増収となる見込みです。
　また、受取配当金および持分法による投資利益の増加により、経常利益および親会社株主に帰属する純利益についても、増
益となる見込みです。

2026年3月期第2四半期（中間期）および
通期の連結業績予想の修正に関するお知らせ

 　最近の業績動向を踏まえ、2025年5月13日に公表した2026年3月期第2四半期（中間期）および2026年3月期通期の連結業績予
想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。

（ご参考）前期実績
（2025年3月期）

前回発表予想(Ａ)
（2025年5月13日 発表）

今回修正予想(Ｂ)

増減額(Ｂ－Ａ)

増減率（％）


